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1 は じ め に

山形県における食用ギクは,施設栽培の主要な野菜とし

ての地位を占めている。主要な作型は,半促成栽培,雨よ

け栽培,露地栽培及び抑制栽培によって,ほぼ周年供給さ

れている。

半促成栽培のうち無加温早熟栽培法については,既に筆

者らが報告 (1984年 )しており,`岩風'を用いた栽培が

拡大し,近年は,積極的な加温を行う早出し栽培が増加 し

ている。反面,作季の移動等により前後作が限定される等
の課題が生ずるようになった。栽培施設の利用効率の向上

は,経済的な側面からも極めて重要であり,その解決方法
として,同 ―栽培施設内で,半促成栽培,ハ ウス雨よけ栽

培および抑制栽培による年 3作の栽培方法の組み合わせが

考えられる。筆者らは,栽培中に移動等が可能なボックス

栽培に着目し,食用ギクおよびトマトのボックス栽培への

適応性について報告 (2000年)し た。

半促成栽培は,作期が比較的長期間であることや生育初

期に低温処理を必要とする技術的な特徴がある。これらの

課題解決のため,ボ ックス利用による作型の開発を行った

ので報告する。

2試 験 方 法

0)栽培場所 山形県立園芸試験場 (山形県寒河江市)
●)試験項目
試験 1 ボックスヘの栽植本数と定植後の摘心方法の検討

肥効調節型肥料

0)栽培概要
品  種 : `岩風'
挿し芽Eff期 :1999年 11月 5日

ボックス形状 :容積約20′ ,内測 :442× 285× 152m口 ,

外測 :48b× 314× 177m

培  地 :ボ ックス栽培用山形園試基本培地 (最小
比重 :043,最大容水量 :336%)

定植時期 :1999年 11月 5日

栽植本数 :6本/ボ ックス (試験 1以外)

施  肥 :基肥 088/″ (試験 2以外),
追肥 着雷期以降に適宜液肥使用
生育温度 :12月 16日以降,最低気温10℃以上 (試験

3の対照区以外)

ボックス配置様式 :幅 18m,縦 1連 連続配置 ,
高さ40ct

かん水方法 :かん水チュープによる株元かん水

3 試験結果及び考察

(1)試験 1 栽植本数と定植後の摘心方法
収量と関連が高い 1次及び 2次分枝は,株当たりでは,
ボックスヘの栽植本数が少ないほど発生数が多く,商品花

収量が向上した。 6本および8本区は収量がほぼ同等であ

り,両区の比較では,栽植本数の少ない6本が適した。

定植直後に摘心を行うことにより1次分枝の発生が多なり,

収量は向上した。収量水準は,過去における土耕栽培の試

験例と同等以上であった (表 1,図 1)。

2)試験 2 培地への基肥量
培地への基肥量は,供試した試験区の範囲内では08g
/2区が最も初期の生育が旺盛であった。また,こ の傾向
は収穫収量期まで継続した。葉色は基肥量との関係が明確

でなかった (表 2)。

3)試験 3 低温処理方法
ボックスヘの定植後,自囚低温によリロゼット打破を行っ

た場合,自然低温に遭遇しない場合に比較して保温開始後

の草丈の伸長が促進され,発雷期及び収穫開始期が前進 し

た。同じく葉の展開数は,発曹期である2月 中旬までの比

較では,両区に明確な差は認められなかった。しかし,自

然低温に遭遇しない場合でも,2月以降の自然日長の効果
により草丈は伸張したものと考えられた (図 2)。
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試験2 培地への基肥量の検討

劇 阻 (窒素成分)
0

試験 3 栽培中の移動を前提にした低温処理方法の検討

il角 ち憎含辱場義b唇
外の自然条件で処理を実施
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栽楷メ牧と籠心の青無

ボックス当たりの栽植本数と定植後の摘心の有無が収量

に及ぼす影響 (21XXl年 ,商品 :正常花で花径 4 cm以上)

表 1 栽植本数と摘心の有無が生育終了時 (5月 10日調査)の生育に与える影響 (2000年 )

(株当たり)         (ボ ックス当たり)

二次分枝数 草枝
一次分枝数 二次分枝数

収 穫   未収穫
Cm

840

図 1

本本本

4本/ボックス   有 53          90 200 210 360 800
彙腱         38         65         90         840       150        260        360

6本       有    52    68    138    930   310   410   830
1熙         42         47          72        1060       250        280        430

8本       有    36    75    100    870   290    600    100
彙【         28         65          74         830       220 52 0 100

3250

図 2

表2 基肥量の違いが生育生育に及ぼす影響(2000年 )

「
０
ま
‘

20。 -4菫 摯   00g/2  34    84  400
100-籠 彙菫   048    39   152  26 1
。。 
一
″幕文    088     40   144   364

4 ま

栽培施設の高度利用等を目的に,食用ギクのボックスを

利用した半促成栽培に関する作型を開発した。

容積約20′ のボックス当たりの栽植本数は6本が適し,

定植後に摘心を行うことにより1次及び 2次分枝の発生数

l′21  :/23  2/4  2′ l] ν18  ν
"  3/0Jt日               _Ⅸ ‐■駄

低温処理の有無が一次分枝の草丈の伸長と葉の展開

に及ぼす影響

(20∞年,低温処理 :12/16ま で露地条件で実施)

68   138  930

注 基肥量は窒素成分
葉色はSPAD値

が増加し,収量が増加する傾向があった。培地の施肥量は,

珍当たり窒素成分で08gを ,緩効性肥料を用いて,基肥

として施用するのが適した。ロゼット打破のための低温処

理は,ボ ックスを利用することにより容易であり,12月 中

旬に露地条件からハウス等へ搬入 (保温開始)する方法に

より,生育が促進された。

め

(株当たり)
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